
■
行
政
手
続
の
円
滑
、
国
民
の
利

便
、
国
民
の
権
利
利
益
の
実
現

行
政
書
士
法
第
１
条
は
、
「
こ

の
法
律
は
、
行
政
書
士
の
制
度
を

定
め
、
そ
の
業
務
の
適
正
を
図
る

こ
と
に
よ
り
、
行
政
に
関
す
る
手

続
の
円
滑
な
実
施
に
寄
与
す
る
と

と
も
に
国
民
の
利
便
に
資
し
、
も

つ
て
国
民
の
権
利
利
益
の
実
現
に

資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
」

と
定
め
て
い
ま
す
。
行
政
書
士
は
、

行
政
と
国
民
に
貢
献
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
こ
の

条
文
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

■
上
尾
支
部
の
無
料
相
談
会

上
尾
支
部
は
、
年
間
で
約
１
５

０
回
開
催
し
て
い
る
無
料
相
談
会

を
通
し
て
、
行
政
と
国
民
に
貢
献

し
て
い
ま
す
。

相
談
の
場
が
よ
り
多
く
存
在
す

る
こ
と
で
、
住
民
の
皆
様
に
は
い

つ
で
も
気
軽
に
相
談
す
る
機
会
が

増
え
、
迅
速
な
対
応
が
可
能
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
行
政
機
関
で
の

手
続
き
が
必
要
な
場
合
、
事
前
準

備
と
し
て
行
政
書
士
会
の
無
料
相

談
会
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
複
雑

な
事
案
が
整
理
さ
れ
、
行
政
窓
口

の
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
「
市

役
所
に
相
談
に
行
っ
た
ら
上
尾
支

部
の
無
料
相
談
会
を
紹
介
さ
れ
た
」

と
い
う
例
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。

■
各
士
業
・
県
内
各
支
部
の
無
料

相
談
会

無
料
相
談
会
は
、
行
政
書
士
会

／
上
尾
支
部
の
専
売
特
許
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
行
政
書
士
を
始
め
各

士
業
（
弁
護
士
・
司
法
書
士
・
税

理
士
・
土
地
家
屋
調
査
士
な
ど
）

は
、
市
役
所
・
町
役
場
等
で
無
料

相
談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
行

政
書
士
は
行
政
手
続
の
専
門
家
で

す
が
、
各
士
業
が
各
々
の
専
門
分

野
を
守
備
範
囲
と
し
て
、
行
政
と

国
民
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

上
尾
支
部
以
外
の
行
政
書
士
会

各
支
部
も
、
県
内
の
各
地
元
に
お

い
て
無
料
相
談
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
全
て
の
地
域
の
住
民
が
公

平
に
無
料
相
談
会
に
よ
る
利
便
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

各
支
部
が
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

■
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す

上
尾
支
部
の
無
料
相
談
会
は
、

相
談
員
を
担
当
し
て
い
る
行
政
書

士
の
ご
協
力
と
ご
熱
意
に
よ
り
成

立
し
て
い
ま
す
。
年
間
約
１
５
０

回
開
催
の
無
料
相
談
会
を
合
わ
せ

る
と
、
極
め
て
壮
大
な
行
政
書
士

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
費
や
さ
れ
て
い

ま
す
。

行
政
と
国
民
へ
の
貢
献
を
実
現

し
て
い
く
た
め
に
は
、
関
係
各
位

の
皆
様
の
お
力
添
え
が
必
要
で
す
。

何
卒
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

心
よ
り
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

（
支
部
長

田
中

智
）

第
２
６
回
参
議
院
議
員
通
常
選

挙
が
７
月
１
０
日
の
日
曜
日
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
選
挙
は
、
選
挙
区
が

「
埼
玉
」
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て

か
、
上
尾
支
部
に
対
す
る
候
補
者

か
ら
の
推
薦
依
頼
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

選
挙
期
間
中
に
安
倍
元
首
相
が

銃
撃
に
よ
り
死
亡
す
る
と
い
う
シ
ョ
ッ

キ
ン
グ
な
事
件
も
あ
り
ま
し
た
。

選
挙
結
果
は
、
自
民
党
が
圧
勝

と
い
う
か
た
ち
で
終
わ
り
ま
し
た
。

ち
な
み
に
今
回
の
選
挙
で
埼
玉

県
行
政
書
士
政
治
連
盟
が
推
薦
し

た
候
補
者
は
、
選
挙
区
・
比
例
区

と
も
全
員
当
選
と
い
う
結
果
に
な
っ

た
こ
と
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

（
埼
玉
県
行
政
書
士
政
治
連
盟

上
尾
支
部
長

船
川
喜
正
）
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支
部
長
挨
拶

～
行
政
書
士
会
に
よ
る
無
料
相
談
会

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
～

参
議
院
議
員
選
挙



令
和
４
年
４
月
２
３
日
（
土
）
、

午
前
１
０
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
、

上
尾
駅
自
由
通
路
に
お
い
て
街
頭
無

料
相
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
下
の
も
と
、

感
染
対
策
を
施
し
た
上
で
の
開
催
で

し
た
。

当
日
は
、
午
前
午
後
延
べ
３
０
名

の
会
員
が
参
加
さ
れ
、
３
１
件
の
相

談
を
受
け
ま
し
た
。

相
談
内
容
は
、
遺
言
相
続
に
関
す

る
相
談
が
例
年
通
り
最
も
多
く
１
７

件
を
占
め
ま
し
た
。
そ
の
他
珍
し
い

相
談
内
容
と
し
て
、
墓
じ
ま
い
と
い

う
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

相
談
に
来
ら
れ
た
方
々
は
、
４
組

が
広
報
を
見
て
来
た
と
の
こ
と
で
し

た
が
、
８
組
が
当
日
の
看
板
や
の
ぼ

り
を
見
て
と
の
こ
と
で
し
た
。
チ
ラ

シ
や
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
配
布

も
い
く
つ
か
の
制
限
を
設
け
な
が
ら

復
活
さ
せ
ま
し
た
。

当
日
相
談
会
に
ご
参
加
い
た
だ
い

た
支
部
会
員
の
先
生
方
に
、
改
め
て

深
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
事
業
部
長

山
崎

亮
一
）

令
和
４
年
６
月
１
１
日
（
土
）
、

午
前
１
０
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
、

桶
川
駅
西
口
自
由
通
路
に
て
街
頭
無

料
相
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
午
前
午
後
延
べ
２
９
名

の
会
員
が
参
加
さ
れ
、
１
４
件
の
相

談
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
内
、
遺
言

相
続
に
関
す
る
相
談
が
例
年
通
り
最

も
多
く
１
１
件
で
し
た
。
相
談
者
は
、

桶
川
市
内
の
方
が
９
件
と
最
も
多
く
、

上
尾
を
は
じ
め
北
本
市
さ
い
た
ま
市

な
ど
様
々
な
所
か
ら
相
談
者
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。

相
談
に
来
ら
れ
た
方
々
は
、
１
２

組
が
当
日
の
看
板
や
の
ぼ
り
を
見
て

と
の
こ
と
で
し
た
。
他
に
は
広
報
誌

を
見
て
が
１
件
、
チ
ラ
シ
（
上
尾
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
設
置
し
た

も
の
）
を
見
て
と
い
う
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
当
日
は
、

前
回
上
尾
駅
に
引
き
続
き
チ
ラ
シ
や

ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
配
布
も
い

く
つ
か
の
制
限
を
設
け
な
が
ら
復
活

さ
せ
ま
し
た
。
徐
々
に
で
は
あ
り
ま

す
が
、
日
常
生
活
を
取
り
戻
し
て
い

る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

当
日
相
談
会
に
ご
参
加
い
た
だ
い

た
支
部
会
員
の
先
生
方
に
、
改
め
て

深
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
事
業
部
長

山
崎

亮
一
）

昨
年
に
引
き
続
き
、
上
尾
支
部
主

催
で
、
ア
リ
オ
上
尾
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー

ス
Ｏ
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｏ
Ｍ
Ａ
に
て
毎
月
第

一
水
曜
日
１
３
時
か
ら
１
６
時
ま
で

行
政
書
士
に
よ
る
「
く
ら
し
の
無
料

相
談
会
」
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

令
和
４
年
１
月
よ
り
６
月
開
催
の

相
談
会
に
は
、
こ
れ
ま
で
延
べ
３
０

名
の
先
生
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

合
計
２
６
件
の
相
談
を
受
け
ま
し
た
。

相
談
内
容
は
、
相
続
が
２
１
件
全
体

の
８
割
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
数
値
は
、
昨
年
と
ほ
ぼ
同

様
の
数
値
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
に
関
す
る
相

談
が
、
今
回
あ
り
ま
し
た
。

事
業
部
で
は
、
こ
れ
ら
の
統
計
結

果
に
基
づ
き
、
今
後
の
活
動
の
指
針

に
し
て
い
く
所
存
で
す
。

（
事
業
部
長

山
崎

亮
一
）
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上
尾
駅
街
頭
無
料
相
談
会午前の相談員

相談会の様子午後の相談員

ア
リ
オ
上
尾
無
料
相
談
会OCHANOMAにて開催

桶
川
駅
街
頭
無
料
相
談
会訪れた多くの相談者

午前の相談員午後の相談員



令
和
４
年
度
定
時
総
会
が
５
月
１

４
日
（
金
）
午
後
２
時
か
ら
上
尾
市

文
化
セ
ン
タ―

３
０
１
集
会
室
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
、
一

昨
年
と
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
感
染

拡
大
の
影
響
で
文
書
決
議
と
な
っ
て

い
た
総
会
で
す
が
、
３
年
ぶ
り
の
会

同
方
式
に
よ
る
総
会
と
な
り
ま
し
た
。

高
村
多
嘉
藏
副
支
部
長
の
開
会
の

言
葉
に
続
き
田
中
智
支
部
長
が
挨
拶

に
立
ち
、
色
々
難
し
い
時
期
が
あ
っ

た
が
、
今
日
の
総
会
を
き
っ
か
け
に
、

再
び
輝
け
る
活
動
に
至
れ
る
よ
う
に

と
の
決
意
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
県

会
関
口
会
長
か
ら
の
祝
電
披
露
の
後
、

議
長
に
選
出
さ
れ
た
船
川
喜
正
前
支

部
長
の
も
と
議
事
が
進
め
ら
れ
、
全

て
の
議
案
が
原
案
の
と
お
り
承
認
、

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
増
田
好
男
副
支
部
長
の

閉
会
の
言
葉
に
よ
り
午
後
３
時
９
分

に
閉
会
し
ま
し
た
。

な
お
、
今
年
も
総
会
終
了
後
の
恒

例
の
懇
親
会
は
、
諸
般
の
状
況
を
鑑

み
て
残
念
な
が
ら
中
止
と
な
り
ま
し

た
。

（
総
務
部
長

大
山
康
一
）

今
回
行
わ
れ
ま
し
た
支
部
の
定
時

総
会
に
お
き
ま
し
て
、
五
十
周
年
事

業
実
行
委
員
会
と
支
部
規
則
検
討
委

員
会
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
ま
し

た
。そ

こ
で
今
号
の
支
部
通
信
を
通
じ

て
各
委
員
会
に
つ
い
て
会
員
に
周
知

を
図
る
事
が
望
ま
し
い
と
広
報
部
と

し
て
考
え
、
各
委
員
会
よ
り
紹
介
記

事
を
頂
き
ま
し
た
。

上
尾
支
部
は
、
令
和
四
年
の
十
二

月
で
満
五
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。
ひ

と
く
ち
に
五
十
年
と
は
言
え
、
半
世

紀
と
い
う
永
い
年
月
が
過
ぎ
去
っ
て

い
き
ま
し
た
。

支
部
発
足
当
時
わ
ず
か
数
名
だ
っ

た
支
部
会
員
も
、
現
在
は
百
三
十
名

に
達
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。
平
成
十

年
に
始
ま
っ
た
支
部
の
伝
統
で
あ
る

街
頭
相
談
会
も
早
二
十
有
余
年
が
経

ち
ま
し
た
。

現
在
ま
で
の
五
十
年
と
来
年
か
ら

の
五
十
年
は
、
進
歩
の
度
合
い
が
全

く
違
う
も
の
に
な
る
で
し
ょ
う
。
近

年
の
Ｉ
Ｔ
の
革
命
は
何
十
年
の
技
術

革
新
の
年
月
を
一
気
に
縮
め
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
五
十
年
は
過
去
の
百
年

以
上
の
密
度
の
濃
い
時
間
が
経
過
し

て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
支
部
活
動

の
一
部
も
対
面
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
へ

と
変
遷
し
て
き
ま
し
た
。

五
十
周
年
事
業
実
行
委
員
会
は
、

上
尾
支
部
の
五
十
年
の
歴
史
を
た
ど

り
、
初
代
支
部
長
松
尾
茂
春
先
生
、

二
代
長
島
敬
一
先
生
を
は
じ
め
支
部

の
諸
先
輩
方
の
功
績
を
思
い
起
こ
し

つ
つ
企
画
会
議
を
重
ね
て
、
会
員
の

皆
さ
ん
の
思
い
出
に
残
る
よ
う
な
記

念
事
業
に
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
い

く
所
存
で
す
。（

委
員
長

船
川
喜
正
）

我
々
支
部
規
則
検
討
委
員
会
は
、

風
間
昭
彦
委
員
、
大
山
康
一
委
員
、

そ
し
て
私
山
崎
亮
一
委
員
長
の
３
名

で
構
成
さ
れ
る
委
員
会
で
す
。
そ
の

外
、
総
務
部
よ
り
、
田
沼
和
夫
先
生

に
書
記
と
し
て
参
加
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

支
部
規
則
検
討
委
員
会
は
、
２
０

２
１
年
７
月
よ
り
、
概
ね
２
ヵ
月
に

１
度
の
ペ
ー
ス
で
委
員
会
を
開
催
し

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
７
回
委

員
会
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
な

ど
に
よ
り
、
我
々
の
生
活
様
式
に
は

大
き
な
変
化
が
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。

例
え
ば
、
こ
れ
ま
で
会
議
は
必
ず
対

面
で
開
催
し
て
き
ま
し
た
が
、
Ｚ
Ｏ

Ｏ
Ｍ
な
ど
の
ア
プ
リ
を
使
用
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
事
務
所
に
居
な
が
ら

会
議
に
参
加
す
る
こ
と
が
可
能
に
な

り
ま
し
た
。
現
在
の
支
部
規
則
は
、

こ
の
よ
う
な
オ
ン
ラ
イ
ン
技
術
の
進

歩
に
対
応
し
て
い
る
も
の
と
は
い
え

ま
せ
ん
。
よ
っ
て
、
支
部
規
則
を
変

更
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
現
在
の
支
部
規
則

の
中
で
、
現
在
の
社
会
環
境
に
対
応

し
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
規
則
や
現

状
の
運
用
に
対
応
し
て
い
な
い
規
則
、

そ
し
て
、
合
理
性
に
欠
け
る
と
思
わ

れ
る
規
則
に
つ
い
て
、
他
の
支
部
の

規
則
と
比
較
し
な
が
ら
改
正
案
を
練
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

（
委
員
長

山
崎

亮
一
）

令
和
５
年
度
埼
玉
県
行
政
書
士
会

会
長
選
挙
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
お
よ
び
支

部
推
薦
に
つ
い
て

埼
玉
県
行
政
書
士
会
会
長
選
挙
が
来

年
５
月
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

上
尾
支
部
会
員
で
会
長
選
挙
へ
の

立
候
補
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
上
尾

支
部
へ
の
支
部
推
薦
の
依
頼
を
ご
検

討
く
だ
さ
い
。

（
１
）
主
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

会
長
選
挙
の
主
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

で
す
が
、
選
挙
の
告
示
が
選
挙
期
日

（
通
常
は
５
月
の
埼
玉
会
定
時
総
会

開
催
日
）
の
６
０
日
前
ま
で
に
な
さ

れ
、
立
候
補
の
届
出
は
選
挙
告
示
で

定
め
ら
れ
た
日
時
（
例
年
は
４
月
上

旬
な
い
し
中
旬
頃
）
、
選
挙
運
動

（
推
薦
依
頼
行
為
は
除
く
）
の
期
間

は
立
候
補
受
付
か
ら
選
挙
期
日
ま
で
、

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
２
）
支
部
推
薦
に
つ
い
て

立
候
補
の
要
件
の
１
つ
と
し
て
、

３
支
部
ま
た
は
１
０
名
以
上
の
個
人

会
員
か
ら
の
推
薦
が
必
要
で
す
。
上

尾
支
部
か
ら
の
推
薦
を
希
望
さ
れ
る

場
合
、
令
和
５
年
３
月
の
常
任
理
事

会
及
び
４
月
の
理
事
会
が
支
部
推
薦

を
決
定
す
る
協
議
の
場
と
な
る
見
込

み
で
す
。

上
尾
支
部
か
ら
の
推
薦
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
期
間
に
十
分
な
余
裕
を
も
っ

て
支
部
に
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

埼玉県行政書士会上尾支部機関紙 上尾支部通信第33号 令和４年８月１日発行

上
尾
支
部
定
時
総
会

3

各席距離を保っての開催となりました

議事進行の様子

五
十
周
年
事
業
実
行
委
員
会

支
部
規
則
検
討
委
員
会

お
し
ら
せ



埼
玉
県
行
政
書
士
会
、
埼

玉
県
行
政
書
士
政
治
連
盟
ほ

か
共
催
の
新
年
賀
詞
交
歓
会

が
１
月
１
１
日
、
さ
い
た
ま

市
浦
和
区
で
開
催
さ
れ
、
上

尾
支
部
の
会
員
も
参
加
し
ま

し
た
。

式
典
で
は
、
大
島
敦
衆
議

院
議
員
（
立
憲
民
主
党
埼
玉

県
連
代
表
）
が
来
賓
挨
拶
で

登
壇
し
、
上
尾
支
部
が
上
尾

駅
・
桶
川
駅
な
ど
で
実
施
し

て
い
る
街
頭
無
料
相
談
会
に

つ
い
て
言
及
す
る
と
と
も
に
、

行
政
書
士
へ
の
期
待
を
熱
く

示
し
ま
し
た
。
ま
た
、
上
尾

支
部
の
会
員
と
の
歓
談
で
は
、

支
部
活
動
に
対
す
る
激
励
の

言
葉
を
語
り
ま
し
た
。

埼
玉
会
が
「
職
務
上
請
求

書
と
行
政
書
士
の
倫
理
（
職

務
上
請
求
書
使
用
手
引
き
）
」

を
発
行
し
た
こ
と
を
受
け
、

上
尾
支
部
に
総
務
部
長
の
増

田
智
光
先
生
を
お
招
き
し
て
、

同
書
を
用
い
て
の
臨
時
研
修

会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
ま

た
、
今
回
新
た
な
試
み
と
し
、

会
場
と
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
用
い
て

の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
の

研
修
会
と
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
２
月
２
５
日

（
金
）
当
日
、
研
修
会
は
、

上
尾
駅
前
の
上
尾
市
プ
ラ
ザ

２
２
第
１
会
議
室
を
使
用
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場

に
１
４
名
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で
３

名
の
先
生
に
ご
参
加
い
た
だ

け
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

流
行
で
、
研
修
会
の
開
催
自

体
が
難
し
い
も
の
で
あ
り
ま

す
が
、
事
業
部
で
は
今
後
も

工
夫
を
凝
ら
し
て
研
修
会
を

開
催
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
事
業
部
長

山
崎

亮
一
）

五
十
嵐
正
行
先
生

は
じ
め
ま
し
て
。
６
月
１

日
付
け
で
登
録
が
完
了
し
ま

し
た
五
十
嵐
正
行
と
申
し
ま

す
。

こ
れ
か
ら
ど
う
ぞ
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

私
ご
と
、
３
月
ま
で
埼
玉

県
庁
に
在
籍
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
数
年
前
か
ら
母
親
が

認
知
症
と
な
り
、
在
宅
介
護

と
両
立
を
図
る
べ
く
、
こ
の

業
界
で
生
き
る
道
を
選
択
し

ま
し
た
。

前
職
で
は
、
公
共
用
地
の

買
収
や
特
養
等
の
介
護
事
所

の
開
設
支
援
、
ま
た
、
建
設

業
許
可
に
係
る
経
営
事
項
審

査
の
担
当
を
し
て
お
り
ま
し

た
の
で
、
ひ
ょ
っ
と
す
る
と

既
に
ご
面
識
の
あ
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。そ

の
よ
う
な
場
で
、
経
営

者
の
方
と
お
話
で
き
る
機
会

は
有
意
義
で
し
た
し
、
ま
た
、

多
数
の
行
政
書
士
の
方
と
お

会
い
す
る
中
で
、
こ
の
業
界

の
魅
力
や
今
あ
る
自
分
を
作
っ

て
も
ら
っ
た
よ
う
に
感
じ
て

い
ま
す
。

趣
味
・
特
技
は
、
野
球
・

サ
ッ
カ
ー
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
全

般
は
何
と
な
く
こ
な
す
こ
と
、

ま
た
、
高
校
サ
ッ
カ
ー
な
ど

の
審
判
員
を
し
て
お
り
ま
し

た
。感

染
症
の
動
向
は
依
然
と

気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

皆
様
方
と
直
接
お
会
い
で
き

る
日
を
心
よ
り
楽
し
み
に
し

て
お
り
ま
す
。

塚
越

民
夫
先
生

は
じ
め
ま
し
て
、
塚
越
民

夫
と
申
し
ま
す
。
２
０
２
１

年
１
２
月
に
埼
玉
県
行
政
書

士
会
に
登
録
い
た
し
ま
し
た
。

上
尾
生
ま
れ
の
上
尾
育
ち
で
、

現
在
ま
で
ず
っ
と
上
尾
市
に

住
ん
で
い
ま
す
。

前
職
の
法
律
事
務
所
で
は
、

約
２
０
年
間
、
主
に
弁
護
士

の
法
律
事
務
を
サ
ポ
ー
ト
し
、

う
ち
約
１
２
年
間
は
事
務
局

長
と
い
う
立
場
で
、
事
務
所

全
般
の
運
営
に
関
わ
っ
て
お

り
ま
し
た
。

行
政
書
士
と
し
て
開
業
を

決
意
し
た
理
由
と
し
て
は
、

地
元
に
暮
ら
す
方
々
や
中
小

事
業
者
の
方
々
の
面
倒
な
行

政
手
続
き
を
手
伝
い
た
い
、

法
律
事
務
所
時
代
と
は
違
っ

た
立
場
で
、
依
頼
者
と
も
っ

と
直
接
関
わ
っ
て
い
き
た
い

と
い
う
思
い
で
し
た
。

今
の
と
こ
ろ
は
、
相
談
が

き
た
も
の
は
で
き
る
限
り
何

で
も
受
任
し
て
い
ま
す
。
専

門
と
し
て
い
き
た
い
分
野
と

し
て
は
建
設
業
許
可
、
産
廃

許
可
、
相
続
、
遺
言
書
作
成

で
す
が
、
現
在
は
運
送
業
許

可
、
法
人
設
立
、
契
約
書
作

成
、
支
援
金
申
請
な
ど
も
扱
っ

て
い
ま
す
。
将
来
的
に
は
、

就
農
支
援
や
望
地
所
有
適
格

法
人
設
立
な
ど
農
業
に
関
わ

る
仕
事
に
も
携
わ
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

好
き
な
こ
と
は
音
楽
、
登

山
、
釣
り
、
水
泳
、
広
島
カ
ー

プ
で
、
最
近
は
プ
ラ
ン
タ
ー

で
野
菜
を
育
て
る
こ
と
が
楽

し
み
で
す
。

仕
事
を
軌
道
に
乗
せ
る
た

め
に
、
と
に
か
く
知
識
を
つ

け
て
、
多
く
の
方
々
と
関
わ
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
号
は
、
直
近
に
参
議
院
議

員
選
挙
が
あ
っ
た
為
、
例
年

よ
り
一
月
遅
れ
の
発
行
と
な

り
ま
し
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

事
を
は
じ
め
悲
惨
な
事
も
多
々

あ
り
ま
す
が
惑
う
こ
と
な
く

強
く
あ
り
た
い
も
の
で
す
。

（
広
報
部

加
藤
）
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